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Abstract
 In the first half of the nineteenth century in the schools in France, moral education was based on Catholi-
cism.  In February 1848 the Revolutionary government decided to make a Republican government and the 
system of universal suffrage. Hyppolyte Carnot （Minister of Public Education and Religious Affairs） intro-
duced new education law plans and orderd Charles Renouvier to make a new textbook for civic education 
（Manuel républicain de l’homme et du citoyen）. The new textbook emphasized on “liberty, equality and fra-












広がることとなる．宴会禁止令がだされるが，1848 年 2 月 22 日に民衆は蜂起し，23 日に制限選挙を主



























公教育に関しては，1848 年 2 月 24 日にイポリット・カルノー（Hyppolyte Carnot, 1801-1888）が臨時
政府内の公教育・宗務大臣として，この時期の政策を動かすこととなる．
1848 年 3 月 5 日には普通選挙の政令がだされる．4 月 23 日には憲法制定議会選挙が普通選挙にて，








1848 年 2 月 29 日臨時政府内に科学・人文学研究高等委員会（haute commission des études scientifique et 
littéraires）が設置され，教育に関する法案の作成が行われた14）．カルノーは 3 月 5 日の普通選挙の政令










述した「1848 年 3 月 5 日の選挙に関する政令」について，条文ごとに説明をおこなっている．人口に比
例して代表が選挙されること（平等という原理に由来），代議士の人数は 900 人であること，直接選挙，
普通選挙であること，選挙権には 21 歳以上，6 カ月以上同じところに住んでいることが必要なこと，































ルヌーヴィエは後に哲学者として評価されるが，この時点では政治に与していた．初版は 1848 年 3月，







7 月 5 日にカルノーは辞任においこまれる．それは本書の神を軽視するところ，社会主義的な文言が議
会で攻撃されたゆえ，といわれる33）．ルヌーヴィエも政府の公的な立場としては役目をおえることとな
る．しかし，後任のヴォラベルも 9 月 20 日に本書を使用することを大学区長あて通達で出している34）
ことからも，この時期にもっとも影響力をもった手引き書といえることは間違いない．本書は教師と児














1．道徳について 人の道徳の目的（第 1 章）
社会の道徳の目的（第 2 章）
2．共和国について 共和国について，共和国における権限について（第 3 章）
共和国の権利と義務とは（第 10 章）
3．人と市民の義務・権利 人と市民の義務（第 4 章）
人と市民の権利（第 5 章）
4．共和国の原則について 自由について（第 6 章）
平等について（そして，友愛について）（第 9 章）
























































































































5 月 4 日に召集された憲法制定議会の議員は，当時は今日のような明確な政党の観念がないゆえに党
派別に分類することは困難であるが，プラムナッツの研究に従えば，穏健共和派 500 人，急進共和（ジャ





しかし，アギュロンは 1848-52 年のフランス史の概説書に「1848 年，あるいは民主主義の学習期」と
副題をつけている73）．文字通り「学習期」であったものの，今後につながる学習であったとはいえる．
むすびにかえて






























D04242_大津尚志.indd   39 2014/02/20   14:46:04
（大津）
－ 40 －
 1）Catéchisme à l’usage de toutes les églises de l’empire français, 1808, Strasbourg.
 2）See, Maurice Agulhon, 1948 ou l’apprentissage de la République, Éditions du Seuil, 2002, p.118.




 6）See, Paul Bastid, Doctrines et institutions politiques de la seconde république, t.1, Hachette, 1945, pp.50-68.
 7）プチ・ロベールによれば，社会主義（socialisme）とは「社会組織が利益や一般的な利益を，合議にもとづく組織に
よって，個別の利益より優先させることによって，広げることができるという見解」と定義されている．（Paul 
Robert, Le Petit Rovert, 1981, p.1823,）なお参照，河野健二編『フランス初期社会主義』平凡社，1979 年．
 8）Bastid, op.cit., p.117.
 9）See, François-Alphonse Aulard, Études et leçons sur la Révolution française, Felix-Alcan, 1893, p.1.
10）See, René Rémond, La vie Politique en France t.2, Armand Colin, 1965, p.23.
11）谷川稔『十字架と三色旗』山川出版社，1997 年，p.153 以下参照．
12）岡田信弘「フランス選挙制度史」（『北大法学論集』第 29 巻第 2 号，1978 年，p.156）参照．
13）カルノーは大革命期と同じような，「祭典」などによる，大人に対する教育も構想していた．Dalisson, Hippolyte 
Carnot, CNRS, 2011, pp.155-164. 1848 年 4 月には「友愛」の祭典も行われていた．
14）Bastid, op.cit., p.154.
15）Circulaire, 6 mars 1848,（Recuil des lois et actes de l’instruction publique, année 1848, Imperimerie et Librairie de Jules 
Delalain, 1848, pp.14-15.）






スティティア』第 1 号，1990 年，pp.95-115.）
22）Rémi Dalisson, ibid., p.136，なお当時のルヌーヴィエ，ミシュレ，キネら思想家の多くが「生まれによる教育の差
別の拒否」を主張していた．ルイ・ブランら無償，義務を主張した政府関係者は他にもいた．See, Maurice 
Gontard, Les écoles primaries de la France bourgeoise （1833-1875）, 2e edition, CRDP Toulouse, 1976, pp.63-64.
23）Ibid., p.67.
24）Charles Renouvier, Manual republican de l’homme et du citoyen, Pagnerre, 1848, 36pp.
25）Anonyme, Livret d’instruction morale et religieuse, deuxième edition, 1834. （初版は 1833 年） （本書は匿名で出版され
ているものの，哲学者クーザンの執筆であることに異論はほぼない）
26）Paul Carnot, Hippolyte Carnot et le ministère de l’instruction publique de la IIe République, Presses universitaires de 
France, 1948, p.76.
27）Louis Foucher, La Jeunesse de Renouvier et sa première philosophie（1815-1854）, J.Vrin, 1927, p.v.
28）北垣徹「見出された信仰－シャルル・ルヌーヴィエの共和思想」（宇野重規ほか編『社会統合と宗教的なもの』白水
社，2011 年，p.205.）






32）See, Roger Price, The Second French Republc, Cornell University Press, 1972, pp.155-192.
33）志村，前掲書，p.62, 川口茂雄「一九世紀フランス哲学の潮流」（伊藤邦武責任編集『社会の哲学』中央公論新社，p.206）
参照．
34）Circulaire relative au Manuel républicain de l’homme et du citoyen par M.Charles Renouvier, 20 septembre 1848, （Alain
Choppin et Martine Clinkspoor, Les manuels scolaires en France, texts officiels 1791-1992, pp.159-160.）
D04242_大津尚志.indd   40 2014/02/20   14:46:04
フランス第二共和政期における市民教育構想
－ 41 －








43）See, Marie-Clude Blais, Au principe de la Républie, Gallimard, 2000, p.20.
















59）See, John Locke, Two Treatises of Government, Hafner Publishing Company, 1956, p.134.
60）Renouvier, op.sit., pp.18-21.
61）Ibid.,
62）1848 年 3 月に労働時間の制限に関するデクレはすでに出されている．
63）Renouvier, op.cit., pp.23-24.
64）サン＝シモン（森博訳）『産業者の教理問答』岩波書店，2001 年，p.11.
65）本書は1948年10月に第2版が出されている．Charles Renouvier, Manuel républicain de l’homme et du citoyen （présenté 




67）フュレ・オズーフらは 1846-50 の時点で「最低限の読みができる人」の比率を 64.0% と算出している．François 








75）大津尚志「フランス革命期の市民教育」（『公民教育研究』第 17 号，2009 年，pp.1-15,）
76）参照，田中拓道「自由・人格・連帯」（『社会思想史研究』第 33 号，2009 年，pp.19-31.）
D04242_大津尚志.indd   41 2014/02/20   14:46:04
